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論 文 内 容 の 要 旨 
 重力波は Einstein の一般相対性理論により予言される時空の歪みの伝搬現象である。その存在の間接
的な証拠としてHulseとTaylorによる連星パルサーPSR 1913+16の観測により公転周期の減少が確認さ
れた。その後、2 台のレーザー干渉計型検出器 advanced LIGO により連星ブラックホールからの重力波













音および νが既知の student-t 雑音を用いて νを用いたガウス性の棄却域および信頼区間を明らかにし、
T=4096s においてそれぞれ ν<91.4、15.45<ν<27.29(ν=25の場合)の結果を得た。またこれら νの性質を
用いて LIGO の観測データから複数の時間スケールで現れる非ガウス性の抽出に成功した。 
 重力波探索の観点からはこの手法で推定した雑音の非ガウス性から雑音分布を仮定し、非ガウス雑音に
対する最適な重力波探索 filter を student-t 分布の尤度比関数と決定した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
レーザー干渉計型重力波検出器は、一般相対性理論の予言する重力波による微弱な時空の歪みを、異な
る２つの経路を往復したレーザー光の位相差を使って測定する。現在、2015年 9月にブラックホール連星






別することを提案し、その統計的性質を詳しく議論した。開発した手法で LIGO 実験の公開データや KAGRA
実験のデータを実際に解析し、検出装置実機の評価に成功した。本論文の後半では、最尤法を用いて信号
同定する先行研究に、論文の前半でおこなった非ガウス雑音の定量化モデルを導入し、拡張した。すなわ
ち、雑音評価と信号探索の最適化を、観測データのみから行う手法の提案である。これを実際の観測デー
タに適用して調べた。特に LIGO実験が初検出した重力波イベント GW150914のデータを従来法と本論文の
新規の手法で比較し、新しい手法が実データについて適用できることを示した。本論文分の研究は、今後
の重力波データ解析において有用な方法と考えられ、最先端のイベント探索での応用が期待される。 
よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
